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受付番号 

※記載不要 
００００ 

 

令和７年度地域経済政策推進事業費補助金（地域の伝統・魅力等発信支援事業） 

［１２市町村を対象とする事業］ 

申請書 

 

 

申
請
者 

企業・団体名等 浜通り水産 

代表者役職・氏名 浪江 太郎 

所在地 福島県双葉郡浪江町請戸 

ＵＲＬ 

※所有する場合 
ありません 

連
絡
担
当
窓
口 

氏名（ふりがな） 

おおくま じろう 

大熊 次郎 

所属（部署名） 総務部企画課 

役職 主任 

電話番号 

（代表・直通） 
０２４０（００）００００ 

メールアドレス ｏｋｕｍａ＠ｈａｍａｄｏｒｉｓｕｉｓａｎ．ｊｐ 

 

※注 本資料はあくまで記載例であり、予算や事業内容は架空のものです。 
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（別紙１） 

※記載いただく分量によって枠の大きさは自由に調整し、見やすく作成ください 

※３０ページを上限とします 

 

事業計画書 

 

１. 背景分析から事業コンセプト策定のプロセス 

本事業の課題である風評被害の払拭や交流人口の増加の解決に向けて、本事業で発信、取り組む理由やター

ゲット、課題の解決に用いる手段や効果を記載してください。（文字数はそれぞれ２００字以内） 

風評被害の払拭や交流人口増加の観点から本事業に取り組む理由 

一昨年に福島第一原発の処理水が放出されて福島県産水産物に応援の機運が高まったが、県内の漁獲量は

震災前の 3 割を下回る状況で、漁業の復興は道半ばと考える。県内外の注目を一過性にせず、常磐ものの魅

力をより多くの人々に届けることで、県産食材の風評払拭につなげたい。 

▼ 

事業の対象となるターゲット 

福島県浜通りと比べると、常磐ものの流通が少ない中通りや会津、県外の消費者や魚離れが指摘される若い

世代。 

 

▼ 

ターゲットに対してどんな事業を実施するのか 

県内外の観光施設等で常磐ものの試食イベントを実施するほか、小中学校で出前授業を実施し、県内の水産

物のおいしさや安全性を発信する。 

▼ 

事業で得られる効果 

これまで常磐ものを口にする機会が少なかった層のファンが県内外で増えることによって、浜通りを訪

れる人が増え、本格操業への機運の醸成や将来的な県内水産業の安定につながる。 
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２. 事業の概要 

【事業名称】 

「いきいき！また食べたくなる常磐もの魅力発信事業」 

 

以下、どちらかにチェックを入れてください。 

本申請は、 

 過去実績がない、もしくは過去実績とは関係のない「新規事業」である。 

☐ 過去に本補助金を活用した「継続事業」である。 

 

過去に本事業を活用して取り組んだ実績は下記に記載ください。（実績がない場合は記載なし） 

実績には下記を含む 

①申請者が同じで事業内容が変更されたケース 

②事業内容が同じで申請者や社名・団体名が変更されたケース、等 

年度 事業内容 

平成２８年度  

平成２９年度  

平成３０年度  

令和元年度  

令和２年度  

令和３年度  

令和４年度  

令和５年度  

令和６年度  

 

以下、実績がある申請者の記入欄 

【過去実績の振り返りと自走に向けての課題・改善点】 

 

 

 

 

 

 

【事業概要書等で記載した自走への計画を変更したことがある場合その理由】 
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３． 事業の具体案（詳細） 

【個別施策①】 

施策の名称 旅行先で旬を体感！常磐ものＰＲイベント 

施策の種別 イベント 

施策の時期 １０月、１１月 

実施回数・日数等 ２回（各月１回ずつ） 

施策の場所 道の駅〇〇（会津・〇〇市）、〇〇サービスエリア（中通り・〇〇市） 

事業の目的と内容 

【目的】 

福島の風評払拭や漁業の活性化に向けて、将来的に県内の漁業が本格操業となり、漁獲量が増えたときに、水

産物が売れることが必要だと考えます。そのため、県内の広い地域で常磐ものの魅力を知ってもらい、消費者が

安定して購入したいと思えるように、常磐ものの旬の味をＰＲしたいと考えます。 

 

【内容】 

県内外の旅行者等が立ち寄る道の駅やサービスエリアで常磐ものの試食イベントを実施します。福島を代表す

るヒラメ等が乗った海鮮丼やメヒカリのから揚げを提供するとともに、漁師をはじめとする水産業関係者と来場

者がコミュニケーションをとれる場所にしたいと思います。 

事業の対象とするターゲットと根拠 

風評の払拭には常磐もののおいしさや安全性を広く知ってもらうことが大切と考えるため、道の駅やサービスエ

リアを利用する、県内の中通りや会津、県外の消費者をメインターゲットとします。 

事業実施により期待されるターゲットの定量・定性的変化 

浜通りを飛び出して実施することにより、常磐ものを「食べたことがある」「おいしかった」という消費者を増やす

のと同時に、「見かけたら購入したい」「また食べたい」と感じてもらいたいと考えます。 

地域広域連携や独創性等アピールポイント 

漁業関係者と消費者がつながることで「顔」が見えるようにします。生産者への親近感が芽生え、購買意欲につ

ながると考えます。 
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【個別施策②】 

施策の名称 漁港の出張朝市 

施策の種別 イベント 

施策の時期 １１月 

実施回数・日数等 土日で１回 

施策の場所 都内 

事業の目的と内容 

【目的】 

施策①と同じく、福島の風評払拭や漁業の活性化に向けて、将来的に県内の水産物が安定して消費者に求め

られるよう、大消費地の首都圏で常磐ものの魅力を知ってもらうために、常磐ものを食べたり、レシピを学んだ

りできる、ワクワク感のある朝市イベントを開催したいと考えます。 

【内容】 

都内で開催するため、日中にはなりますが、「ソラマチ」などの商業施設を活用して、松川浦漁港同様に、乗っけ

丼や、ワイン・日本酒等とのマリアージュを楽しめるイベントにしたいと思います。また、駅広告などを活用して、

イベントへの誘客に力を入れる計画です。 

 

ソラマチ スカイアリーナ 

（ウェブサイトより） 

 

事業の対象とするターゲットと根拠 

常磐ものの将来にわたる安定的な消費のために、圧倒的な消費量を誇る首都圏の消費者をメインターゲットと

します。 

事業実施により期待されるターゲットの定量・定性的変化 

「また常磐ものを食べたい」感じてもらうことと、食べてもらうことで「福島に行ってみたい」「福島のイメージが

よりポジティブになった」という消費者を増やしたいと思います。 

地域広域連携や独創性等アピールポイント 
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【個別施策③】 

施策の名称  

施策の種別  

施策の時期  

実施回数・日数等  

施策の場所  

事業の目的と内容 

 

事業の対象とするターゲットと根拠 

 

事業実施により期待されるターゲットの定量・定性的変化 

 

地域広域連携や独創性等アピールポイント 
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【個別施策④】 

施策の名称  

施策の種別  

施策の時期  

実施回数・日数等  

施策の場所  

事業の目的と内容 

 

事業の対象とするターゲットと根拠 

 

事業実施により期待されるターゲットの定量・定性的変化 

 

地域広域連携や独創性等アピールポイント 
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４．スケジュール 

進捗を管理するため、できる限り詳細なスケジュールを記載してください。 

時期 ①旅行先で旬を体感！常磐ものＰＲイベント ②漁港の出張朝市 

７月下旬 

・道の駅、サービスエリアと調整 

・ふくしま漁協に協力要請 

・ふたば企画と調整 

・相馬印刷と調整 

 

・ソラマチの運営会社と調整 

・墨田イベントと調整 

８月上旬 

・ふくしま漁協と料理に使う魚の調整 

 

・ふくしま漁協と料理に使う魚の調整 

・食券発注準備 

・道路使用許可 

８月下旬 

・全体打ち合わせ 

・福島新聞に広報の見積もり 

 

・東武線広告見積もり 

９月中旬 

 

 

 

 

・漁協、ワイン・日本酒会社と打ち合わせ 

１０月上旬 

・イベント事前打ち合わせ 

 

 

 

 

１０月中旬 

・福島新聞にチラシ掲載 

・道の駅で第１回イベント開催 

・会計処理 

・報告書 

 

 

 

・東部線沿線駅でＰＲ 

１１月上旬 

・反省点を集約 第２回に生かす 

 

 

 

・イベント事前打ち合わせ 

・朝市イベント開催 

・会計処理 

・報告書 

１１月下旬 

・サービスエリアで第２回イベント開催 

・会計処理 

・報告書 

 

 

 

１２月 

・全事業の実績報告書 

・会計処理 
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時期   
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５．アンケート項目の設定 

申請事業の短期アウトカム（目標や目的に対して事業等によって生じた最終的な結果や影響）を具体的に計

測するため、令和７年度よりイベント等の事業における参加人数を事務局に報告すること、並びに、参加者

や申請事業に関わったボランティアスタッフなど（構成員以外のスタッフも含む）を対象にアンケートを実

施することを必須とします。 

下記（ア）～（ウ）の趣旨の質問を全ての事業者に共通する項目として、これらに追加する形で各々事業内

容に沿った質問項目を設定いただきます。申請事業の効果を分析するために必要なアンケート設問案を多

くても２問程度記載してください。なお、アンケート回答者の属性（年代、性別、居住エリア等）や参加形

態（イベント参加、ボランティアスタッフ等）は別途設定しますので、下記設問案には入れないでください。 

※アンケートは事務局が採択事業者との協議を踏まえて作成し、別途配布するＵＲＬと二次元コードを活

用いただきます。 

※（ア）～（ウ）は質問趣旨を変えない範囲で表現ぶりを変える場合があります 

 

 イベント等への参加人数を計測し事務局に報告します。 

 アンケートを実施します。 

※承諾する場合はチェックしてください。 

 

アンケート内容 

（ア） 参加したことで、福島県（事業が実施された地域等）に対する興味が増えましたか？（共通） 

☐はい ／ ☐いいえ 

（イ） 福島県の風評について、参加する前よりも理解が深まりましたか？（共通） 

☐はい ／ ☐いいえ 

（ウ） 参加したことで、福島県（事業が実施された地域等）をまた訪れたいと思いますか？（共通） 

☐はい ／ ☐いいえ 

（エ）  

（オ）  

（カ）  
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ＫＰＩ（重要業績評価指標）の設定、成果について 

３．事業の具体案で記載した個別施策を実施した結果、全体で得られる効果を数値で測るため、ＫＰ

Ｉ（重要業績評価指標）を設定し、記載してください。 

 

【ＫＰＩ設定 事業全体で得られる効果】 

目標 交流人口３０００人増加 

ＫＰＩ（内容） イベント告知 

  

時期 単位 

交付後イベント前まで逐一 ２０回 

  

 

説明 

３回のイベントを通して、福島の交流人口増加を目指すために、記者会見やプレスリリース、新聞広告、

自社公式アカウント上での動画告知等を実施したいと考えます。 

 

 

 

  

 

７． 広報やデザインの専門家派遣について 

申請事業に取り組むうえで専門家の派遣を求めることができるので、希望がある場合は相談内容を記載し

てください。 

相談内容 

プレスリリースの出し方や記者会見の方法について聞いてみたいと思います。 
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８．事業の区分 

今回の申請内容に最も近いものに１つ○をつけてください。 

 
① １２市町村を中心とした福島県の伝統・文化・産業の認知度向上に向けた情報発信 

 
② １２市町村を中心とした福島県の復興状況や先進的な取組等の認知度向上に向けた情報発信 

 
③ １２市町村を中心とした福島県産品等の購買促進に向けた情報発信 

（イベント・ツアー等の開催を含む） 

 
④ １２市町村を中心とした福島県内の施設等への誘客促進に向けた情報発信 

（イベント・ツアー等の開催を含む） 

○ 
⑤ １２市町村を中心とした福島県内の水産業等の振興に向けた情報発信 

※⑤については、いわき市、相馬市、新地町も対象 （イベント・ツアー等の開催を含む） 

 
 

⑥ その他、福島県の伝統・魅力等の発信に資する取組 

 

 

９．事業の展望について 

今後の計画（５年間）と展望、自走化に向けた資金計画について記載してください。自走化が困難な事業は

その理由を記載してください（自由記述）。 

まずは、首都圏を中心に今回のイベントでつながった商業施設や飲食店などにセールスを展開することで、販

売増の効果を継続する。イベントについては、補助金がない中で、今回のような大きなイベントは難しいが、ほか

の水産加工業者と共同で出資するなどして、小規模でもこれに近いイベントを続けていきたい。 
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１０．事業期間について 

 予定する事業期間を記載してください。 

開始予定日 令和 ７ 年 ７ 月 １７ 日  

補助事業完了予定日 令和 ８ 年 １２ 月 ３１ 日  

 

事業は原則として、令和８年１月３１日までに終了してください。ただし、申請の段階において完了予定日

が令和８年２月１日以降に見込まれる場合は、理由を記載してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、事業期間設定にあたっては、以下項目に抵触しないか、確認をしてください。問題がなければ、チェ

ック欄に○を付けてください。 

確認欄 確認内容 

○ 
開始予定日は、事業の経費が発生する最も早い日になっています。 

（例：購入予定日、発注予定日、契約予定日、予約日等） 

○ 

開始予定日は、令和７年７月１４日以降になっています。 

※ 審査のため、公募締切から交付決定まで少なくとも３週間程度かかる予定です。申請件数、内容により、

交付決定までにさらに時間を要する場合があります。 

※ 交付決定よりも前に、購入、発注、契約した経費は、補助金を受け取ることはできません（交付決定より

も前に見積もりを取得することは可能） 

 

申請内容によっては、交付決定までに日を要する場合があります。 

開始予定を１か月程度、後ろ倒しすることは可能ですか。 

いずれかに、○をつけてください。 

 

 可能です。 

○ 

難しいです。少なくとも、 

  ８ 月 １ 日までに事業を開始する必要があります。 

（事業に向けた購入、発注、契約を行う必要があるため） 
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１１．事業進捗に当たって不確定事項、懸念点等及び対応策 

事業を進めるにあたって、現状、想定される不確定事項、懸念点等があれば記載してください。また、可

能な範囲で、対応策を記載してください。 

新型コロナウイルスのような感染症等が再びまん延した場合は、国のガイドラインに従って対応します。試食等

ができなくなる可能性があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２．事業実施体制 

本事業に関わる体制図を記載ください。発注先が確定していない場合でも、現段階で予定している発注先

を記載してください。 

 

浜通り水産（申請者） 

①ふくしま漁協（委託） 

②双葉企画（委託） 

③墨田イベント（委託） 

④相馬印刷（外注） 
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事業者名 
申請者との 

関係 
住所 

契約金額（円） 

税込金額 
業務の範囲 

①ふくしま漁協 委託先 福島県相馬市松川浦〇丁目 2,000,000 
イベントでの料理提供と

それにかかる準備 

②双葉企画 委託先 
福島県南相馬市原町区本

町〇丁目 
1,000,000 

道の駅、サービスエリア

でのイベント設営と運営

等 

③墨田イベント 委託先 東京都墨田区押上〇丁目 1,000,000 
都内イベントでの設営、運

営等 

④相馬印刷 外注先 福島県相馬市相馬〇丁目 500,000 チラシのデザイン、印刷 
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１３．人員等実施体制 

運営の責任者や会計、広報、外部との交渉担当等、実施体制について、具体的に記載してください。 

※人員、体制は審査に関わりますので、正確に記載してください。 

 

 

 

 

 

浜通り水産 

運営責任者：Ａ（フルネーム） 

 

 

 

 

 

会計                広報              外部交渉               実行 

Ｂ（フルネーム）   Ｃ（フルネーム）     Ｄ（フルネーム）     Ｅ（フルネーム） 

Ｆ（フルネーム） 

Ｇ（フルネーム） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



17 

 

１４．補助事業に関わる経費 

【確認事項】以下の内容を確認した上で、○を付けてください。 

確認欄 確認内容 

○ 以下の経費には振込手数料が含まれません。 

○ 以下の経費には消費税が含まれません。 

 

◆経費一覧 

区分 内容 金額（円・税抜） 

補助事業に要する経費 
本事業を実施するのに必要な「補助対象外経費」も

含めた全体経費（消費税・振込手数料は除く）。 
7,000,000 

補助対象経費 
「補助事業に要する経費」のうち補助対象経費に

該当する経費の合計額。 
5,000,000 

補助対象外経費 
「補助事業に要する経費」のうち補助対象外経費

に該当する経費の合計額。 
2,000,000 

補助金交付申請額 
「補助金交付申請額」のうち補助金の交付を希望

する額(補助率の範囲内に限る)。 
5,000,000 

自己調達資金等 
「補助事業に要する経費」のうち「補助金交付申請

額」以外に該当する経費の合計額。 
0 

収入金 
本事業の実施に関して生じる収入金(※利益額で

はなく収入額) 
2,000,000 

 

◆その他補助金 

当該事業における他の補助金利用の有無をチェックしてください。 

あり ／ ☐なし 

 

補助金の利用がある場合、制度名と金額、ステータス（応募済み、採択済み、交付決定済み）を記載してく

ださい。 

補助金の制度名 金額 ステータス 

福島浜通り復興再生補助金 1,000,000 応募済み 
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◆自己資金一覧 

区分 金額（円・税抜） 補助金の制度名 

    

 都道府県の補助金 0  

 市区町村の補助金 0  

 組合等又は団体等の資金 0  

 自己資金 2,000,000  

 借入金 0  

 合計 2,000,000  

 

◆収入一覧 

収入内容 算出基礎 金額（円・税抜） 

食券販売 

道の駅 500,000 

サービスエリア 500,000 

都内会場 1,000,000 

2,000,000 

   

   

   

   

   

   

   

合計 2,000,000 

※収入がない場合は「収入はありません」と記載すること。 
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◆最終交付見込み額 

区分 金額（円・税抜） 

①  補助事業に要する経費 7,000,000 

②  補助金交付申請額 5,000,000 

③  収入金 2,000,000 

④  最終交付見込額 5,000,000 

※ 最終交付見込み額の算出方法は、以下のように算出すること。 

②＋③≦①の場合：補助金交付申請額と同額を記載。 

②＋③＞①の場合：①を上回った額を「補助金交付申請額」から減額した金額を記載。 

 

３. 提出書類の確認 

【提出資料確認】 

提出時に確認を願います。 

 確認欄 書類 

必
須 

○ 申請書（本紙） 

○ 事業計画書（別紙１） 

○ 事業概要書（別紙２） 

○ 支出計画書（別紙３） 

○ 団体等概要および実施体制を示す資料 

○ 収支決算書（総会資料等で可） 

○ 団体等の定款、規約、会則等（総会資料等で可） 

○ １２市町村の立地を証明する書類（登記簿等） 

該
当
時 

 （該当する場合）非課税や免税事業者であることを証明する書類 

○ （該当する場合）賃上げ実施表明書類 ※ 

※賃上げを行う企業に対しては加点処理をします。詳細は公募要領を参照 

 

４. 情報公開の承諾 

本事業を活用した場合、以下の通り、情報公開が求められ、承諾が必要です。 

○をつけて承諾してください。 

 

本補助金の申請及び事業の進捗やイベント等の成果、商材・サービスの情報など、事務局の求めに応じ

て情報を提供するとともに、事務局からの取材依頼等について可能な限り協力する。 

 

○ 承諾します。 

 


